
2023年度（令和5年度）後期：保育所における自己評価

清泉愛育園（津園）

※今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に活かせるような内容で評
価します。

［記入方法］
A（大変良い）、B（良い）、C（一部検討を要する）、 D（改善を要する）の４段階で評価します。項目ごと
に、意見・改善策を記述します。

【１】保育内容に関する評価

項目 内容
評価

A B C D 意見・改善案

保
育
所
の
保
育
に
関
す
る
評
価

保
育
内
容
に
関
す
る
評
価

（１）保育所職員らが、すべての
子どもについて、一人ひとりの存
在とその人権を尊重しています
か

〇
〇

不適切保育についての研修を行い、
不適切保育チェックシートを

用いて自己評価もおこなった。

（２）保育所職員らが、日頃から、
子どもに身体的苦痛を与えた
り、人権を辱めたりするなど精神
的苦痛をあたえることがないよう
にしていますか。

〇
〇

虐待のニュース等もあり以前より
より考えて行動するようになった。

（３）個人情報の保護に配慮し、
子どもやその家庭についての秘
密を正当な理由なく漏らすことが
ないようにしていますか。

〇
〇

（４）職員らは、子どもの家庭状
況は多様だという考えの上で、
今、その子に何が必要か見極
め、それぞれにとって適切な援
助をしていますか

　〇
〇

　　　　　　
様々な家庭状況を目の当たりにする
機会があり、クラス内や役職と話を
持つ機会が増えた（乳児クラス）

（５）子どもと一緒に思い切り体を
動かして遊ぶことの重要性を理
解し、楽しんでいますか。

〇
〇

担任が業務によって一緒に遊びに
くい場面がある。

暑い時期よりは積極的に遊べた。

（６）職員それぞれが、一人ひと
りの子どもに目が行き届いてい
たか振り返り、これからの保育の
課題をみつけることができます
か。

〇 〇 〇

振り返りの機会が少ないように感じる。
振り返る機会を持つのがなかなか難しい
事も・・。少しの時間でも話し合える場

を持つ日誌等で今日の振り返り、反省の場
面、が無い現状も。

指導案の書式を変えた事で振り返りの機会
が増えたように感じる



保
育
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関
す
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価
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に
関
す
る
評
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（７）職員らは、指導計画を作成
するとき、「保育所保育指針」を
読み、参考にしていますか。

〇 〇

指導計画を作成している職員全員がそうして
いるかというと分からない。参考にはして

いるが常に見ているわけではない。今後さらに
読み込んで欲しいという希望もある。

「保育所保育指針」の説明書等を、持ち寄り
研修を行った。

（８）職員らは、保育園の方針で
ある保育計画をもとにして、指導
計画を作成していますか。

〇 〇

津市内の公立園の指導案を元に、コドモン
での入力が可能な書式を作り、副園長に
添削をしてもらうようになったことで、

指導案の書き方等が変化してきている。

（９）職員らは、子ども一人ひとり
の発達の姿や興味の対象を把
握して、月・週・日案などを作成
していますか。

〇

行事日案は今年度よく立てているが普段の
日案等考えて保育をしているだろうか？
週案を立てる事で、見直しができるように

なってきているように感じる

（１０）各クラスにおいて、月・週・
日案などには、子どもの意欲を
誘う環境構成が十分工夫されて
いますか。

〇
〇

各クラスもう少し工夫が欲しい。（時期に
よってあそぶ玩具や絵本を入れ替えたり

する等）

（１１）複数担任の場合、よく話し
合ってお互いの考えを十分に理
解した上で、月・週・日案などを
立てていますか。

〇 〇
指導案の書式を変えた事により

話し合う機会も増えたように感じる

（１２）月・週・日案などが、実際
の子どもの姿、興味・関心に合っ
ていたかという視点から職員自
ら保育を評価・反省しています
か。

〇 〇

日々の保育の振り返りが少ないように
感じる。保育書類書式の改善も検討最中。
指導案の書式を変えた事により、振り返る

機会も増えていると感じる。

（１３）職員らは、月１回以上、指
導計画の点検・評価を行い、そ
の結果を次の指導計画に生かし
ていますか。

〇 〇
指導案の書式を変えた事により、

振り返る
 機会も増えていると感じる。

特
別
な
配
慮
及
び
健
康
管
理

（１）園児らの発育・発達状況を
把握し、職員全体で情報を共有
することで、日常の保育にいか
せていますか。

〇
〇

全体をきちんと把握できているか？
全体となると不安になる方も。

（２）食物アレルギーなどの子ど
もに対して、医師の指導のもと、
適切な対応をしていますか。

〇
〇

調理：除去食・代替食、配膳時にも
別ケース、名札を使用、クラスでも

別の机を使用。
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（３）日頃から問題の早期発見を
心がけ、虐待や家庭内の問題な
どが疑われる場合は、園長や主
任、専門機関と連携を取りなが
ら適切に対応していますか。

〇 〇

事例等があったとき、現場からの
報告、関係機関への報告のタイムラ

グ、遅れがあった。
失敗の経験を活かし、情報共有を

怠らないように気をつけた。

（４）特別な配慮がいる園児に対
して、園内で情報を共有し、専門
機関と連携を取りながら対象園
児への理解を深めるような取り
組みをしていますか。

〇
〇

各ミーティング等で伝え合う様に
気をつけた。

（５）園内の感染症対策を職員ら
が理解し、実践できていますか。

〇
〇

清
泉
愛
育
園
の
保
育
目
標
・
方
針
に
関
す
る
評
価

（１）清泉愛育園の保育理念を理
解し、保育理念を実現できるよう
な保育計画を立て、日々の保育
を行っていますか。

〇 〇

（２）異年齢保育の中で思いやり
のある心を育て、園全体で豊か
な人間関係が築けるような保育
環境を設定していますか。

〇 〇

異年齢で関われるところがまだ少ないので、
これから増やしていけるように考えていき

たい
誕生会や行事等を全園児で行う回数を

ふやした。

（３）園全体で家庭的な雰囲気の
中で自己肯定感を育む保育をし
ていますか。（自己肯定感を育
む工夫を保育計画に入れていま
すか）

〇 〇
工夫と言うところまでは、
出来ていないのかもしれない。

（４）園全体で生きる力を育むた
めの保育環境を整えています
か。また、生きる力を育むことで
「自立心」を養うことができていま
すか。

〇
〇

年齢に合った、「生きる力」や
「自立心」を養う環境を整えてい
ると思います。
生活習慣や遊びの中で身に付く
力を伝えていく余裕が無い場面が
ある。保育環境を整える難しさ

（５）幼児期に「自分で考え行動
できる子」に育てるための保育
内容を実践できていますか。

〇
〇

〇

「○○していいですか？」と許可を求
める子の姿がある、保育者の声掛け
を検討し実践中。
まだまだあるが、少し改善した様に
感じる。

（６）園児が葛藤を経験したり、失
敗や困難に直面したりする際
に、自ら立ち向かおうとする力を
導き出していますか。

〇
〇

引き出しているかと、言うと出来た
とは言い切れない部分もある。
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（７）クラス友人や異年齢の仲間
と共に育ち合う保育環境を実現
していますか。

〇
〇

（８）園全体で「対話」を大切にし
て、人との対話を楽しむような保
育や人の話を最後まで聞けるよ
うな指導をきちんと行っています
か。

〇 〇
様々な場面で、最後まで話を聞く
様な指導は行っている。

（９）体力づくりのための活動を
保育内容に取り入れています
か。

〇 〇

スイミング・体育指導など取り入
れている
夏以降は園庭等での遊びでできて
いると感じる。

（１０）園の食育方針を理解し、食
べものを大切にする「共食」「植
食」を保育内容に取り入れてい
ますか。

〇
〇

園庭での栽培、デイキャンプでの
調理など。

（１１）世界の文化や情勢にも目
を向け、「世界の子どもと手をつ
なげる」ことができるよう保育内
容に取り入れていますか。

〇
〇
〇

世界の文化を知る機会が少しあると
いいのかなと思います。
保育に取り入れる手段をさらに考える。
中々、上手く取り入れられなかった。

【１】保育所運営に関する評価

項目 内容
評価

A B C D 意見・改善案

経

営
・
組
織

分

掌
・
体
制

（１）能率的、合理的な運営組織
になっているか。

〇
〇

理事・行政書士　監査　
事務的な面からみると

（２）職務内容が明確で、協働で
きる体制になっているか。

〇
〇

（３）職員の配置は適材・適所
か。

〇
〇

（４）係や仕事の分担・割り当て
は適切か。

〇 〇

幼児の業務（折り紙・壁面）が多いさらに
上手な割り振りを望む大変良いは現場の声
ではつけられない。先生たちの負担を平等に
改善できそうな部分から、少し改善した。
（乳児の書類の分け方を考えなおした）



経

営
・
組
織

会

計

（１）各種会計を適正かつ適切に
処理しているか。

〇
〇

経理規定に基づいて行っている。

人
事
・
自

己
評
価

（１）個人面談がきちんと行わ
れ、人事評価が適切に行われて
いるか。

〇
〇

（２）保育士や職員の自己評価が
きちんとできるように、サポート
がなされているか。

〇 〇
自己評価自体が難しい（個人差、判断がどう
してもあるので）基準？等が必要？
自己評価を行う時期を考慮する必要あり

（３）自己評価内容が保育の質向
上に反映されているか。

〇 〇
気になる部分について、見直しを
試みた。

（４）保育所の自己評価のため
に、第三者（専門家・保護者・地
域住民）からのフィードバックを
受けているか。

〇 〇

保護者アンケート等
今年度、キャリ学利用。
キャリ学(外部キャリアコンサルタントに
よる面談)にて、良い刺激になった。

（５）保育所の自己評価を職員全
員の共通理解の元で行われて
いるか。

〇
〇

自己評価の必要、重要性をもっと
啓蒙していくべきと考える。

運

営

（１）各種会議を適切かつ効率的
に進めているか。

〇
〇

話がまとまらない場面がある為、
ある程度事務所の先生方でまと
まった意見を指示として出して
いただけるとありがたい。

（２）職員相互がそれぞれ全体的
立場を理解し協力や助言を惜し
むことなく施設の運営に関わって
いるか。

〇
〇

副主任、リーダーが割り当てられた
仕事以外でも積極的に取り組んだり
意見を出す事も増えてきている。

（３）打ち合わせ回数、時間、内
容は適切か。

〇
〇

研
修
・
研
究

所

内
研
究
・
研
修

（１）所内研究がなされている
か。

〇
〇

ミーティング・チャイルドカンファレンス
等チャイルドカンファレンスや１０の姿を
ふまえたドキュメンテーション作成

（２）所内研究の主題は、保育目
標の具現化につながるものであ
るか。

〇
〇

（３）所内研究の計画・運営は適
切か。

〇 〇 結果的に、あまり計画的ではなかった部分
もあるように感じる。

（４）研究の成果を日常の保育に
生かし、乳幼児の保育内容・育
ちに反映されているか。

〇
〇



研
修
・
研
究

所

内
研
究
・
研
修

（５）研究の実践による乳幼児理
解が深まりを見せているか。

〇
〇

（６）園内研修の計画と運営は適
切か。

〇 〇
平日の研修は難しいのか？（シフト上厳しい）
どうしても土曜日になってしまう。
改善の必要あり

外

部
研
修

（１）各種研究会、研修会、講演
会への参加態勢の充実を図って
いるか。

〇
〇

（２）各種研究会、研修会、講演
会での内容を所内に還元してい
るか。

〇 〇
コドモンにて研修報告書有もっとみてもら
う、周知する。
積極的に参加してもらった。

情
報
管
理

（１）乳幼児や保護者に関する個
人情報を適正に取り扱っている
か。

〇
〇

（２）公文書収受、発送、処理を
適切に行っているか。

〇
〇

（３）各表簿は適切な時間・方法
で作成・処理されているか。

〇
〇

（４）パソコンやタブレット（各種シ
ステムやコドモンにも同様に）パ
スワードを設定し、使用しない時
は施錠管理される場所に保管さ
れているか。

〇
〇

今使用しているＰＣにパスワードが
無くエンターキーを押すと入れるように
なっている。
パスワードを設けた。

・鍵のかかる所へ保管。

施
設
設
備

（１）施設内外・設備の安全点検
を計画的に行なっているか。

〇
〇

安全点検簿（朝、夕）

（２）遊具・用具などを活用しやす
いように整理・保管しているか。

〇
〇

（３）不審者などに対応する周到
な配慮を行なっているか。

〇
〇

今後、訓練を予定し、必要な配慮の見直しを行
う。訓練実施予定
警察の協力の元不審者訓練を行った。

（４）掲示板・掲示場所などを適
切かつ効果的に活用している
か。

〇
〇

玄関に掲示用ボードを設け、行事
写真やドキュメンテーション等を
掲示した。



開
か
れ
た
保
育
所
づ
く
り

施
設
間
交
流
・
連
携

（１）他施設との年間交流計画
は、保育目標や課題にそったも
のになっているか。

〇
〇

小学校交流、中学生職場体験

（２）他の施設の職員同士が、研
修や交流の機会を持って、互い
の保育・教育に対して理解を深
め相互にアドバイスできるような
関係を構築できているか。

〇
〇

３園合同研修等

（３）他の施設と日常的に情報交
換をし、それを交流活動に生か
しているか。

〇 〇
近隣小学校と交流
かけはしプログラム等

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

（１）保護者などに保育参観日を
設定しているか。

〇
〇

・幼児にはない。
・乳児は今年度行う予定。
乳児参観、乳児の発表会参加

（２）保護者を含む地域の人材活
用をしているか。

〇
〇

花育、人権教室、交通安全教室等

（３）地域の行事に積極的に参加
し、地域の文化や生活に触れて
いるか。

〇
〇

津まつり、共同募金。

（４）地域住民などを巻き込んだ
行事などを行えているか。

〇
〇

近隣への挨拶まわり
行事・・？コロナ渦でなくなった物

子
育
て
支
援
の
推
進

（１）地域の子育てセンターとし
て、園の開放をしているか。

〇
〇

にこにこ広場（今年度は７回）

（２）地域に住む子ども同士、あ
るいは親子が一緒に遊ぶことが
できるような場の設定を行ってい
るか。

〇
〇

（３）「子育てについて」など、保
護者を対象にした学習の機会を
設定しているか。

〇
〇

・教育講演会、今年度より再開。
・教育講演会の実施はしたが、
中々参加はしにくいようだった。

（４）職員による「子育て相談」は
充実しているか。

〇
〇



開
か
れ
た
保
育
所
づ
く
り

子
育
て
支
援
の
推
進

（５）医療機関・児童相談所など
の専門機関と連携を図り、保護
者にとって必要な情報を提供し
ている。

〇
〇

情
報
発
信

（１）保育所だより・クラスだより・
ホームページなどで施設の情報
を発信している。

〇
〇

（２）行事や子育て支援事業など
を地域の連絡会や児童施設、小
学校に対して周知しているか。

〇
〇

外
部
評
価

（１）第三者評価を導入し、施設
運営に反映しているか。

〇
〇

平成３０年度実施（玄関付近掲示
やったことを皆が知らない現状、
そろそろ受ける時期！？

（２）地域や保護者の意見を施設
運営に反映しているか。

〇
〇

アンケート実施


